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本は、ಋ体レーβを用して͓り、IEC�60825�1（2007）ではクラス1に
ྨされます。औѻઆ໌ॻをよく͓ಡΈになͬた͏͑で͝用ください。

クラス 1 レーβ
CLASS 1 LASER PRODUCT

˔͜のカタϩグに示した各数はඪ४です。実数はएׯҟなる͜とがあります。
˔本カタϩグ中のࣸਅには、システムにؚまれないものやオプションがあります。

ファイバ

ホ ル ダ

ͦ の 他

˙オプション

˙ओな様

˙外形ਤ
直 射 型ファイバ 、L 型ファイバ

前額用ホルダ、頭頂用ホルダ、側頭用ホルダ、全頭用ホルダ、

新生児用ホルダηット	17チャンネル
、ホルダキット（各種）、

EEG同時計測用ホルダ

三次元位置計測システム、MRI画像重ね合わせソフトウェア、

ビデオ撮影システム、リアルタイムデータ転送システム、

EEG同時計測システム
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functional Near- Infrared Spectroscopy System
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本จॻに記ࡌされているձ社໊、໊、サービスマーク͓よびϩΰは、各社のඪ͓よびొ録ඪです。
な͓、本จ中ではʮTMʯ、ʮ�ʯを໌記していない合があります。
本は、ҩༀҩྍ機器๏にͮجくҩྍ機器としてঝೝɾೝূをड͚て͓りませΜ。
。用はできませΜஅత͓よびͦのखଓき上でのྍ࣏
トラブルղফのためิम用部ɾফは७ਖ਼部を͝࠾用ください。
外͓؍よび様は、վྑのため༧ࠂなくมߋする͜とがありますのでྃ͝ঝください。

LABNIRSは、ג式ձ社ౡ作ॴまたはͦのؔձ社の本͓よびͦの他のࠃに͓͚るඪです。 
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 ）本 体 ඪ ४ ߏ  にはファイバ、ホルダはؚまれて͓りませΜ 。
直 射 型 か L 型 を 本 体 のファイバ 組 数に応͡て選 択してください。
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TM

人ྨの長いྺ࢙の中で、ώトの脳がどのよ͏なಇきをしているかは、

いまだに最大のಾのͻとͭです。ۙٸ速にൃలしてきた脳の機能

を可視Խする脳機能イϝージング。ͦの中でも生体のޫイϝージング

ʮۙ外ޫੳ๏（GNIRS � GVOctioOBM NeBS�IOGSBSeE SQectSoTcoQZ）ʯは

次ੈの脳Պֶを͑ࢧる新たなख๏としてされています。ൃ లし

ଓ͚る脳 Պ ֶのフィールドへ 、ౡ   作 ॴ は 最 ઌ  の Պ ֶ ٕ ज़ で
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LABNIRSは研究用ޫ脳機能イϝージング装置です。
ҩྍతにはҩྍ機器のۙ外イϝージング 装 置 S M A R T N I RSを͝用ください。
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情 報  ֶ  

ϩ ボ ット  ֶ

人 ؒ  ֶ

ײ 性  ֶ

ϩボット制御の研究に有効なリアルタイムデータ

転 送や̣̞ ̧̨ �̚̚ （̜脳、EMectSoeOceQhBMoHSBm）

計測も可 能です。

ڭ ҭɾ৺ 理 ֶ  

ೝ  ৺ 理 ֶ

社 ձ ৺ 理

ൃ ୡ ɾڭ ҭ

最大 40 組 80本のޫファイバで、ෳ数໊の同時計測が

可能です。研究తや༧ࢉに合わせて計測チャンネル

数はஈ֊తに֦ுできます。

さま͟まな 研 究 用 途 に ׆ 用 され る ౡ の 研 究 用 ޫ 脳 機 能 イϝージング 装 置

リϋビリテーション研 究  

ӡ 動 ɾ作 ۀ

ݴ ޠ ɾௌ 覚

体動を͏タスク環境Լでも脳機能計測が可能です。

さらに、ै དྷの 2 ഒのۭؒղ像度による高密度計測を

。動ྖҬಛఆのਫ਼度を高めます׆、とで͜͏ߦ

͏ͭපや౷合ࣦௐなどのਫ਼ਆ࣬ױに͓͚る脳

機能ɾༀ研究に利用可能です。脳機能にͮجく

ༀ効の༧測ɾྍ࣏効Ռのモニターπールとしての応用

が期できます（LABNIRSはҩྍ機器ではありませΜ。

研究用として͝用Լさい。）。

ଟチャンネルによる全頭計測が可能です。ै དྷ機と

ൺて5ഒの高速データサンプリングにより、ૉૣい

ਆ ܦ ׆ 動 に͏応をଊ͑ます。

 ༀ 研 究ɾҩ ֶ 研 究  

ਫ਼ ਆ ɾਆ ܦ Պ ֶ

新 生 児 脳 機 能

ج ૅ 研 究  

脳 機 能 ネットϫーク 研 究

マル チ モ ダリティ 研 究
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ۙ、脳 ଔ 中 後 の 機 能 ճ ෮など、ਆܦリϋビリテーション
に͓いてGNIRSの応用研究がਐめられています。PET
や GMRI では被験者の҆੩が必須ですが、GNIRS は体動を

͏タスク環境Լに͓いても脳 機 能 計 測 ができるため、
าߦなどのӡ動にؔ࿈した大脳ൽ࣭の׆性Խの情報がಘ
られます。

౷合ࣦௐをಛ͚るものとして、ೝ機能োとͦ
れに͏前頭༿の機能োがられています。ྲྀޠெ性
՝は、ೝ機能োを最もײ度ྑくଊ͑るํ๏のҰͭ
として脳機能研究でく用いられていますが、前頭部׆
性の機ߏなどにͭいてはまだ充にղ໌されていませΜ。
౷合ࣦௐױ者31໊と݈ৗ者26໊を対照に、ྲྀޠெ性՝

実施時の前頭前に͓͚るࢎԽϔモグϩビンೱ度มԽを
ۙ外ޫ脳機能イϝージング（GNIRS）装置で42チャンネル計
測（ࠨਤ）した݁Ռ、౷合ࣦௐױ者܈（ӈਤ）では݈ৗ܈（中
ਤ）とൺֱしてࢎԽϔモグϩビンೱ度（脳ො׆）が༏位に
Լしている͜とがݟいだされました。

G/*34ͱG.3*ͱͷൺֱྫ
GNIRSは、%eoYZ�HCだ͚でなくOYZ�HCや݂ྲྀྔのมԽを
も計測できるため、ො׆脳ࢎૉँや݂ߦ動ଶがਖ਼ৗと
ҟなる࣬ྫױに͓͚る脳機能イϝージングに適していま

す。現ࡏ、BOL%�GMRIは脳機能イϝージングのओྲྀと
なͬていますが、G NIRSとの併用により、පత状ଶでの脳
機能をよりਖ਼֬に画像Խできると期されます。

トレッドミル上でのาߦ時の脳׆動を測ఆしました。าߦに
い内側Ұ次ײ覚ӡ動中৺にOYZ�HCが増Ճしています。
GNIRSは、GMRIやPETでは測ఆできない、าߦやৼりな
どのダイφミックな動きをタスクとした脳ො׆測ఆが可能
です。また、ベッドサイドでの脳機能ධՁに対応できます。

GNIRSを用いて、脳ଔ中ױ者に͓͚るยຑᙺาߦ時の脳ො
のඇ対শ性のվળ、ӡ動前ො׆覚ӡ動ොײ、ධՁ׆
վળなどにؔする研究がਐߦ者のาױの増Ճと脳ଔ中׆
められています。

GMRI

GNIRS

݈ ৗ 人 の า ߦ ͓ よ び ؔ ࿈ ՝  時 の 脳 ො ׆

（データ͝ఏڙ � 社ձҩྍ๏人大ಓձ　೭ٶපӃ　ٶҪҰઌ生）
参ࢿߟྉ � ٶҪҰ（2004）� l ਆܦリϋビリテーションに͓͚るG N I RSの応用z ME%ICAL NO8 No� 52� 33�36�
本データはFOIRE�OMMシリーズを用いてऔಘしたものです。

GNIRSによるトレッドミル า ߦ 時 の 脳 ො ׆ 測 ఆ

ӡ動ෛ （̔HSBTQ � खをѲる動作）により、対側のӡ動
に׆動ྖҬが໌ྎに示されています。ԼஈのBOL%�৴߸
はタスク時（੨）に上ঢがݟられます。

ਖ਼ৗ人ྫに͓͚るBOL%�GMRI（A）とGNIRS（B）とのൺֱ

" � G.3*ʹΑΔܭଌ
A B

ӡ動ෛՙ時の%eoYZ�HC、OYZ�HCのೋ次元マッピング
（MRI画像に重ねてද示）の݁Ռを示します。Լஈはӡ動
（ؙҹ）のOYZ�HCɾ%eoYZ�HCのม動を示します。タスク
（40ඵ）にい、OYZ�HCとTotBM�HCとが上ঢ、%eoYZ�HCが

Լしている͜とがかります。

#�� G/*34ʹΑΔܭଌ

ˎBOL% � BMooE OYZHeO LeveM %eQeOEeOt

（データ͝ఏڙ � 本大ֶҩֶ部　脳ਆܦ外Պ　ञ୩ （ઌ生܆
参ࢿߟྉ � ञ୩܆（2006） l 脳࣬ྫױに͓͚る脳機能イϝージング � GNIRSとGMRIのൺֱz ME%ICAL NO8 No�59 � 44�46�
本データはFOIRE � OMMシリーズを用いてऔಘしたものです。

（データ͝ఏڙ �高大ֶҩֶ部　ਆܦਫ਼ਆՊֶࣨڭ　Լࣉ৴次ઌ生）
参ࢿߟྉ � ShimoEeSBS�   ImBi :�   ,BmimVSBN�   MoSoLVmBI �   FVK itBH�   IOoVeS�   FVSVLBwBT� （2012）� 
�MBQQiOH hZQoGSoOtBM itZ EVSiOH MetteS qVeOcZ tBTL iO Tchi[oQhSeOiB�  A mVMti�chBOOeM OeBS� iOGSBSeE TQectSoTcoQZ TtVEZ��  
Schi[oQhSeOiB ReTeBSch 136（1）� 63�69�
本データは F O I R E � O M M シリーズを用いてऔಘしたものです。

౷合ࣦௐױ者܈と݈ৗ܈に͓͚るྲྀޠெ性՝の݁Ռのൺֱから、GNIRS計測は、౷合ࣦௐױ者などਫ਼ਆ࣬ؔױ࿈での
脳 機 能 ධ Ձ などモニタリングπールとして有効であると͑ߟられています。
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や GMRI では被験者の҆੩が必須ですが、GNIRS は体動を

͏タスク環境Լに͓いても脳 機 能 計 測 ができるため、
าߦなどのӡ動にؔ࿈した大脳ൽ࣭の׆性Խの情報がಘ
られます。

౷合ࣦௐをಛ͚るものとして、ೝ機能োとͦ
れに͏前頭༿の機能োがられています。ྲྀޠெ性
՝は、ೝ機能োを最もײ度ྑくଊ͑るํ๏のҰͭ
として脳機能研究でく用いられていますが、前頭部׆
性の機ߏなどにͭいてはまだ充にղ໌されていませΜ。
౷合ࣦௐױ者31໊と݈ৗ者26໊を対照に、ྲྀޠெ性՝

実施時の前頭前に͓͚るࢎԽϔモグϩビンೱ度มԽを
ۙ外ޫ脳機能イϝージング（GNIRS）装置で42チャンネル計
測（ࠨਤ）した݁Ռ、౷合ࣦௐױ者܈（ӈਤ）では݈ৗ܈（中
ਤ）とൺֱしてࢎԽϔモグϩビンೱ度（脳ො׆）が༏位に
Լしている͜とがݟいだされました。

G/*34ͱG.3*ͱͷൺֱྫ
GNIRSは、%eoYZ�HCだ͚でなくOYZ�HCや݂ྲྀྔのมԽを
も計測できるため、ො׆脳ࢎૉँや݂ߦ動ଶがਖ਼ৗと
ҟなる࣬ྫױに͓͚る脳機能イϝージングに適していま

す。現ࡏ、BOL%�GMRIは脳機能イϝージングのओྲྀと
なͬていますが、G NIRSとの併用により、පత状ଶでの脳
機能をよりਖ਼֬に画像Խできると期されます。

トレッドミル上でのาߦ時の脳׆動を測ఆしました。าߦに
い内側Ұ次ײ覚ӡ動中৺にOYZ�HCが増Ճしています。
GNIRSは、GMRIやPETでは測ఆできない、าߦやৼりな
どのダイφミックな動きをタスクとした脳ො׆測ఆが可能
です。また、ベッドサイドでの脳機能ධՁに対応できます。

GNIRSを用いて、脳ଔ中ױ者に͓͚るยຑᙺาߦ時の脳ො
のඇ対শ性のվળ、ӡ動前ො׆覚ӡ動ොײ、ධՁ׆
վળなどにؔする研究がਐߦ者のาױの増Ճと脳ଔ中׆
められています。

GMRI

GNIRS

݈ ৗ 人 の า ߦ ͓ よ び ؔ ࿈ ՝  時 の 脳 ො ׆

（データ͝ఏڙ � 社ձҩྍ๏人大ಓձ　೭ٶපӃ　ٶҪҰઌ生）
参ࢿߟྉ � ٶҪҰ（2004）� l ਆܦリϋビリテーションに͓͚るG N I RSの応用z ME%ICAL NO8 No� 52� 33�36�
本データはFOIRE�OMMシリーズを用いてऔಘしたものです。

GNIRSによるトレッドミル า ߦ 時 の 脳 ො ׆ 測 ఆ

ӡ動ෛ （̔HSBTQ � खをѲる動作）により、対側のӡ動
に׆動ྖҬが໌ྎに示されています。ԼஈのBOL%�৴߸
はタスク時（੨）に上ঢがݟられます。

ਖ਼ৗ人ྫに͓͚るBOL%�GMRI（A）とGNIRS（B）とのൺֱ

" � G.3*ʹΑΔܭଌ
A B

ӡ動ෛՙ時の%eoYZ�HC、OYZ�HCのೋ次元マッピング
（MRI画像に重ねてද示）の݁Ռを示します。Լஈはӡ動
（ؙҹ）のOYZ�HCɾ%eoYZ�HCのม動を示します。タスク
（40ඵ）にい、OYZ�HCとTotBM�HCとが上ঢ、%eoYZ�HCが

Լしている͜とがかります。

#�� G/*34ʹΑΔܭଌ

ˎBOL% � BMooE OYZHeO LeveM %eQeOEeOt

（データ͝ఏڙ � 本大ֶҩֶ部　脳ਆܦ外Պ　ञ୩ （ઌ生܆
参ࢿߟྉ � ञ୩܆（2006） l 脳࣬ྫױに͓͚る脳機能イϝージング � GNIRSとGMRIのൺֱz ME%ICAL NO8 No�59 � 44�46�
本データはFOIRE � OMMシリーズを用いてऔಘしたものです。

（データ͝ఏڙ �高大ֶҩֶ部　ਆܦਫ਼ਆՊֶࣨڭ　Լࣉ৴次ઌ生）
参ࢿߟྉ � ShimoEeSBS�   ImBi :�   ,BmimVSBN�   MoSoLVmBI �   FVK itBH�   IOoVeS�   FVSVLBwBT� （2012）� 
�MBQQiOH hZQoGSoOtBM itZ EVSiOH MetteS qVeOcZ tBTL iO Tchi[oQhSeOiB�  A mVMti�chBOOeM OeBS� iOGSBSeE TQectSoTcoQZ TtVEZ��  
Schi[oQhSeOiB ReTeBSch 136（1）� 63�69�
本データは F O I R E � O M M シリーズを用いてऔಘしたものです。

౷合ࣦௐױ者܈と݈ৗ܈に͓͚るྲྀޠெ性՝の݁Ռのൺֱから、GNIRS計測は、౷合ࣦௐױ者などਫ਼ਆ࣬ؔױ࿈での
脳 機 能 ධ Ձ などモニタリングπールとして有効であると͑ߟられています。
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ڀݚૅج ใֶ

functional Near-Infrared Spectroscopy System

最ۙではۭؒղ像度、時ؒղ像度のϝリットを生かすため
に、ඇऻత脳測ఆ๏を併用した同時計測๏がされて
͓ります。

GNIRSと脳（EEG）を同時に計測する͜とで、ਖ਼中ਆܦˎ

へのి気刺激に対する体性覚ൽ࣭の݂ӷ動ଶ応とਆ
。をௐました動のؔ׆ܦ

NIRSによりಘられた৴߸は、測ఆ装置のϊイズや݂ѹม
動、৺ഥɾٵݺによる影ڹがあり、測ఆ։࢝時からの૬対
มԽのである͜とから、被験者ؒのൺֱを͜͏ߦとが

しく、՝時のҰൠతなをධՁするのがしいとい
͏ܽがあります。

ࢄウェーブレットมによるଟ 重 ղ 像 度 ղ ੳ を用いて、
NIRS৴߸をਤ 4 のよ͏に様々なप数にղ、՝に対す
る৴߸をநग़し、さらにͦの৴߸をඪ४ಘԽして、
脳׆動にແؔな৴߸をऔりআき、՝時のҰൠతな脳
動をධՁするํ๏を։ൃしました。ਤ׆ 5はଟ重ղ像度ղ

ੳを用いて脳׆動にؔ࿈する৴߸をநग़ɾ再ฤし
た৴߸とݪ৴߸をൺֱした݁Ռです。ղੳ後の৴߸の΄
͏がOYZ�HC%eoYZ�HCのม動がよりはͬきりと֬ೝでき
るよ͏になͬている͜とがわかります。

さらに3種ྨのқ度のҟなる҉ࢉをͬߦているときの脳
動をGMRIと同時計測し、։ൃしたํ๏によりଟ重ղ像׆
度ղੳ後のNIRS৴߸をඪ४ಘԽ後、被験者9໊のՃࢉ
ฏۉをٻめ脳機能画像を作しました（ਤ6）。どちらも
қ度が高い҉ࢉをͬߦているとき΄ど、前頭༿྆֓側部

が׆動している͜とがわかります。ࠓ後は͜のղੳํ๏を
利用して、ࣗ 動ंӡ転時のドライバの脳׆動計測のよ͏な
GMRIでは計測がࠔな՝への応用や、͑ߟただ͚で機器
を操作する͜とができるٕज़であるブレインɾコンピュータɾ
インターフェース（BCI）への応用などのల։が͑ߟられます。

ి気刺激によるOYZ�HC（ਤ1C）͓ よび、体性覚༠ൃి位
（ਤ2C）の全測ఆ部位の͏ち、P22（જ時22mTのཅ性）の

体性覚༠ൃి位はి気刺激対側（ࠨ）のࣖのҰ次体性
。覚で増Ճしていました（ਤ2B、C）ײ

また、ి 気刺激5ඵ後のOYZ�HCもి気刺激の対側のࣖの
Ұ次体性ײ覚で増Ճしていました（ਤ3）。
NIRSとEEGの同時計測は݂ӷ動ଶ応とਆ׆ܦ動の૬ؔを
ௐる上でۃめて有用です。

（データ͝ఏڙɿ ࢁ大ֶ大ֶӃҩֶༀֶڭҭ部（ༀֶܥ）　णઌ生）
参ࢿߟྉ ɿ TBLeVchi M� HoSi E� TBLBmoto ,� TSBO A�H� ,ohOo S� IThiLBwB A� OOo T� EOEo S� BOE NiThiKo H�（2009）�
lBSBiO coSticBM mBQQiOH CZ TimVMtBOeoVT SecoSEiOH oG GVOctioOBM OeBS iOGSBSeE TQectSoTcoQZ BOE eMectSoeOceQhBMoHSBmT 
GSom the whoMe CSBiO EVSiOH SiHht meEiBO OeSve TtimVMBtioO�z BSBiO ToQoHS22	3
 197�214�
本データはFOIRE�OMMシリーズを用いてऔಘしたものです。

（データ͝ఏڙɿ本大ֶ生ֶ࢈部　機ցֶ部　ߝౡ　ۉઌ生）
本データはFOIRE � OMMシリーズを用いてऔಘしたものです。

ਤ 1 B  送 ड ޫ ファイバ（103ch）の 測 ఆ ൣ ғ

N I R S 測 ఆ ൣ ғ

ਤ 1 C  ి 気 刺 激 に 対 する O Y Z � H C ม Խ

ਤ 3  ి 気 刺 激 時 ؒ 後（ ඵ ）の 脳 ො ׆

ਤ 6 N I R S と G M R I に よる 脳 機 能 画 像 の ൺ （ֱ 被 験 者 9 ໊ ）

送ޫ部
डޫ部
測ఆch
ಛघch

ɿ˘でғΜだ੨৭൪߸
ɿ ˘でғΜだ৭൪߸
ɿ੨৭൪߸
ɿ৭൪߸

ˎਖ਼中ਆܦ（せいちΎ͏しΜ͚い）はਆܦに༝དྷする上ࢶෲ側の͓よͦਅΜ中
　をߦするਆܦ 

� ඵ � ඵ � ඵ � ඵ

ਤ 2 B  脳  ి ）ۃ 3 2 c h ）の 測 ఆ ൣ ғ ਤ 2 C  ి 気 刺 激 に 対 す る 体 性  覚 ༠ ൃ ి 位

E E G 測 ఆ ൣ ғ S t i m �
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ਤ 4   ଟ 重 ղ 像 度 ղ ੳ

ਤ 5 ݪ   ৴ ߸ と ଟ 重 ղ 像 度 ղ ੳ 後 の ৴ ߸ の ൺ ֱ
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ڀݚૅج ใֶ

functional Near-Infrared Spectroscopy System

最ۙではۭؒղ像度、時ؒղ像度のϝリットを生かすため
に、ඇऻత脳測ఆ๏を併用した同時計測๏がされて
͓ります。

GNIRSと脳（EEG）を同時に計測する͜とで、ਖ਼中ਆܦˎ

へのి気刺激に対する体性覚ൽ࣭の݂ӷ動ଶ応とਆ
。をௐました動のؔ׆ܦ

NIRSによりಘられた৴߸は、測ఆ装置のϊイズや݂ѹม
動、৺ഥɾٵݺによる影ڹがあり、測ఆ։࢝時からの૬対
มԽのである͜とから、被験者ؒのൺֱを͜͏ߦとが

しく、՝時のҰൠతなをධՁするのがしいとい
͏ܽがあります。

ࢄウェーブレットมによるଟ 重 ղ 像 度 ղ ੳ を用いて、
NIRS৴߸をਤ 4 のよ͏に様々なप数にղ、՝に対す
る৴߸をநग़し、さらにͦの৴߸をඪ४ಘԽして、
脳׆動にແؔな৴߸をऔりআき、՝時のҰൠతな脳
動をධՁするํ๏を։ൃしました。ਤ׆ 5はଟ重ղ像度ղ

ੳを用いて脳׆動にؔ࿈する৴߸をநग़ɾ再ฤし
た৴߸とݪ৴߸をൺֱした݁Ռです。ղੳ後の৴߸の΄
͏がOYZ�HC%eoYZ�HCのม動がよりはͬきりと֬ೝでき
るよ͏になͬている͜とがわかります。

さらに3種ྨのқ度のҟなる҉ࢉをͬߦているときの脳
動をGMRIと同時計測し、։ൃしたํ๏によりଟ重ղ像׆
度ղੳ後のNIRS৴߸をඪ४ಘԽ後、被験者9໊のՃࢉ
ฏۉをٻめ脳機能画像を作しました（ਤ6）。どちらも
қ度が高い҉ࢉをͬߦているとき΄ど、前頭༿྆֓側部

が׆動している͜とがわかります。ࠓ後は͜のղੳํ๏を
利用して、ࣗ 動ंӡ転時のドライバの脳׆動計測のよ͏な
GMRIでは計測がࠔな՝への応用や、͑ߟただ͚で機器
を操作する͜とができるٕज़であるブレインɾコンピュータɾ
インターフェース（BCI）への応用などのల։が͑ߟられます。

ి気刺激によるOYZ�HC（ਤ1C）͓ よび、体性覚༠ൃి位
（ਤ2C）の全測ఆ部位の͏ち、P22（જ時22mTのཅ性）の

体性覚༠ൃి位はి気刺激対側（ࠨ）のࣖのҰ次体性
。覚で増Ճしていました（ਤ2B、C）ײ

また、ి 気刺激5ඵ後のOYZ�HCもి気刺激の対側のࣖの
Ұ次体性ײ覚で増Ճしていました（ਤ3）。
NIRSとEEGの同時計測は݂ӷ動ଶ応とਆ׆ܦ動の૬ؔを
ௐる上でۃめて有用です。

（データ͝ఏڙɿ ࢁ大ֶ大ֶӃҩֶༀֶڭҭ部（ༀֶܥ）　णઌ生）
参ࢿߟྉ ɿ TBLeVchi M� HoSi E� TBLBmoto ,� TSBO A�H� ,ohOo S� IThiLBwB A� OOo T� EOEo S� BOE NiThiKo H�（2009）�
lBSBiO coSticBM mBQQiOH CZ TimVMtBOeoVT SecoSEiOH oG GVOctioOBM OeBS iOGSBSeE TQectSoTcoQZ BOE eMectSoeOceQhBMoHSBmT 
GSom the whoMe CSBiO EVSiOH SiHht meEiBO OeSve TtimVMBtioO�z BSBiO ToQoHS22	3
 197�214�
本データはFOIRE�OMMシリーズを用いてऔಘしたものです。

（データ͝ఏڙɿ本大ֶ生ֶ࢈部　機ցֶ部　ߝౡ　ۉઌ生）
本データはFOIRE � OMMシリーズを用いてऔಘしたものです。

ਤ 1 B  送 ड ޫ ファイバ（103ch）の 測 ఆ ൣ ғ

N I R S 測 ఆ ൣ ғ

ਤ 1 C  ి 気 刺 激 に 対 する O Y Z � H C ม Խ

ਤ 3  ి 気 刺 激 時 ؒ 後（ ඵ ）の 脳 ො ׆

ਤ 6 N I R S と G M R I に よる 脳 機 能 画 像 の ൺ （ֱ 被 験 者 9 ໊ ）

送ޫ部
डޫ部
測ఆch
ಛघch

ɿ˘でғΜだ੨৭൪߸
ɿ ˘でғΜだ৭൪߸
ɿ੨৭൪߸
ɿ৭൪߸

ˎਖ਼中ਆܦ（せいちΎ͏しΜ͚い）はਆܦに༝དྷする上ࢶෲ側の͓よͦਅΜ中
　をߦするਆܦ 
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ਤ 2 B  脳  ి ）ۃ 3 2 c h ）の 測 ఆ ൣ ғ ਤ 2 C  ి 気 刺 激 に 対 す る 体 性  覚 ༠ ൃ ి 位
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リϋビリテーション 研 究  

ۙ、脳ଔ中後の機能ճ෮など、ਆܦリϋビリテーションの
に͓いてGNIRSの応用研究がਐめられています。GMRIでは被験者
の҆੩が必須ですが、GNIRSは体動を͏タスク環境Լに͓い
ても脳機能計測が可能です。
͜のため、トレッドミルやΤルΰϝーターでӡ動中にも計測が
でき、ӡ動͓よびӡ動に͏ೝ機能にؔ࿈した大脳ൽ࣭の
ො׆情報がಘられます。

าߦ時の計測

情 報  ֶ  

動作ղੳシステムとの同時計測により被験者の体の動きと
脳機能計測をリンクできます。

動作ղੳ

計測しているデータをリアルタイムに他のPCに転送する機能
を利用すれば、被験者に対してのバイオフィードバックや、外
部機器を制御するブレインマシンインターフェース（BMI）への
応用が可能になります。

B M I 研究

ڭ ҭɾ৺ 理 ֶ  

脳機能計測に͓いては、厳密なタスクґଘ৴߸をಘるために、
様々な݅を౷制した実験ࣨで計測をߦいます。
GNIRSは計測環境や対者の࢟などの制ݶがগなく、৺理
実験などにも有効です。
さま͟まな՝に対する脳機能データをऔಘする と͜で各݅
に͓͚るώトೝ機能をる と͜ができ、のײ性ධՁなど
へͭながる可能性があります。

ೝਆܦՊֶ

ӡ動計測装置との同時計測により被験者の視ઢの動きٿ؟
と脳 機 能 計測をリンクできます。

ӡ動ٿ؟

ニューϩリϋビリテーション研究

ͻΖ͕Δڀݚ༻్

functional Near-Infrared Spectroscopy System

リϋビリのでは、ױ者のճ෮աఔをフィードバックする͜とに
より効తなճ෮をࢦすʮニューϩリϋビリテーションʯとしても
հされています。また、ྍޠݴ๏、作ྍۀ๏などに͓͚る様々
なタスクに対しても計測が可能です。

重৺ɾੵ 機能を用いれば、チャンネル͝とにࢦఆした時ؒൣғ
のੵ͓よび重৺を計ࢉし、ԣ࣠ੵ、ॎ࣠重৺のࢄ
ਤを作できます。また、あらか͡めऔಘした࣬ױผのデータ
をグループผに৭͚ද示できます。

ਫ਼ਆ࣬ױ研究に͓͚るグループؒのൺֱղੳ

ちΌΜ計測

新生児やখ児の脳機能やͦのൃୡはまだղ໌されていない研
究のͻとͭです。
GNIRSはޫを用いた҆全な脳機能計測ख๏で、新生児やখ児の
ଓతな計測にも有効です。ௌ覚ɾᄿ覚ɾ視覚など、さま͟まなܧ
研究用途に͝利用いただ͚ます。

 ༀ 研 究ɾҩ ֶ 研 究  
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　　　ɾ ReT� %eveMo� %iTBCiM� 33（2） 518�524 （2012）
　　  ɾ Schi[oQhSeOiB ReTeBSch 136（1） 63�69（2012）

จྫݙ ɾNeVSoImBHe 34（4） 1416�1427（2007）

ج ૅ 研 究  

݂ྲྀมԽとਆ׆ܦ動を同時計測する͜とにより、૬ิతに時
ۭؒղ能を上し、様々な研究の可能性ががります。

脳（EEG）との同時計測

จྫݙ ɾ BSBiO ToQoHS 22（3） 197�214（2009）
　　 ɾ NeVSoImBHe 59（4） 4006�4021（2012）

จྫݙ  ɾSchi[oQhSeOiB ReTeBSch 136（1） 63�69（2012）

本体ɿ40 組 ʗ L 型ファイバ　　　　全頭用ホルダ
三次元位置計測システムɾMRI 画像重ね合わせソフトウェア
ビデオ撮影システム

� �
�

ӡಈ࣌ͷܭଌシステムྫ

本体ɿ4 組ʙ ʗ L 型ファイバ　　　　ホルダキット
三次元位置計測システムɾMRI 画像重ね合わせソフトウェア
ビデオ撮影システムɾリアルタイムデータ転送システム

� �
�

ϦΞϧλΠムσʔλసૹシステムྫ

本体ɿ32 組 ʗ L 型ファイバ　　　　 側頭用ホルダ
三次元位置計測システムɾMRI 画像重ね合わせソフトウェア
ビデオ撮影システムɾ刺激呈示システム
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本体ɿ36 組 ʗ L 型ファイバ　　　　 EEG 同時計測用ホルダ
三次元位置計測システムɾMRI 画像重ね合わせソフトウェア
ビデオ撮影システムɾE E Gデータ౷合ソフトウェア
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本体ɿ12 組 �L 型ファイバ　　　　 ちΌΜ計測用タイプ A ホルダ
ちΌΜ計測用ファイバηット 	12 組 
ɾちΌΜ計測用ファントム
ちΌΜ計測用コンバータボックスラック

� �
�

ͪΌΜܭଌシステムྫ

Feedback
ControlPC

新生児用ホルダηット（ύッド型）

ちΌΜ計測用ホルダ（キャップ型）ɾちΌΜ計測用ファイバηット
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前額用ホルダ

௨ৗ置ଟチャンネル計測 高密度置
৽αンプϦンά

L型ファイバ 直射型ファイバ

頭頂用ホルダ ˎ2 全頭用ホルダ

ちΌΜ計測用タイプAホルダ ˎ3 ちΌΜ計測用タイプBホルダ ˎ3 ちΌΜ計測用全頭ホルダ ˎ3 ホルダキット

ʹ性Λ͜ͷҰߴ ͔ΜたΜૢ࡞

ࣗ༝ௐۂ໘ホルダ（FLASH）により、̓ ఆした計測をサポートします。
తに合わせて様々なホルダを選択できます。カスタマイズも؆単です。

最大40組80本（ैདྷൺ 2�5ഒ）のޫファイバをࡌできます	 最大142 チャンネル）。
ैདྷの2ഒのۭؒղ像度で高密度計測が可能です。
最高 6mTで脳のすばやい脳݂ྲྀ৴߸をଊ͑ます	ैདྷは最高25mT
。

時ׂ౮๏によりࣗ༝な置を可能にしました。
。られたファイバ数でؔ৺ྖҬを効よくカバーしますݶ

研究తや環境によͬてファイバ 形状を選択できます。

高密度置
４໘置

（໊̎計測ྫ）

̍໘置
（全頭計測ྫ） ̏໘置

直ײతなϢーβインタフェースでෳࡶな計測ʗղੳ݅も
ボタンクリックで؆単に設ఆできます。

�
�
�

6mT

780 805 830
3

2�5

2

1�5

1

0�5

0
650 750 850 950 長（Om）


ࢠ

ٵ
ऩ


数

deoxy Hb

oxy Hboxy Hb

ैདྷサンプリング

25mT

ಋ体レーβによる̏長のಛ長を生かしたよりਖ਼֬なデータをऔಘします。
。増ഒで脳のඍऑな৴߸をଊ͑ますࢠిޫ

�
�

ファイバ置を؆単に設計できます。
設ఆしたファイバ置は測ఆ中にトレンドグラフ͓よびマップにөされます。

ଟ࠼なデータॲ理機能
ಠཱੳ（ICAˎ4）、प数フィルタ、タスクՃࢉ、チャンネルՃࢉ、重৺、ੵ などのデータղੳɾॲ理πールを
උ͑ています。
౷計ղੳ機能
GLM౷計を用い、計測したͦので؆単に౷計ղੳとධՁが可能です。
マルチディスタンス機能
ڑ計測を組Έ合わせて頭ൽ݂ྲྀの༨৴߸の影ڹをݮする機能をඋ͑ています。
Ұׅॲ理機能
ղੳखॱがܾまればҰׅॲ理が可能です。
データग़ྗ機能
テキストファイル（NIRS � SPM対応）によるग़ྗが可能です。
データのܧଓ性
FOIRE シリーズのデータもಡΈࠐΈ可能で、աڈに計測したデータも׆かせます。

�

�

�

�

�

�

ҙの送डޫファイバ置

チャンネルՃࢉ 重 ৺ɾੵ  ղ ੳ 機 能 Ұׅॲ理機能

トレンドグラフද示 マップද示

ʲଌఆϞʔυʳ

ʲղੳϞʔυʳ
ˎ4 ಛొڐ録 04379155

functional Near-Infrared Spectroscopy System

EEG 同時計測用ホルダ
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優れた拡張性

充実したオプション

三 次 元 位 置 計 測システム
（磁気式）

ファイバを装着した三次元位置情報を計測す
るシステムです。再現性の高い計測を実現する
ためには必須アイテムです。

MRI画像重ね合わせソフトウェア

三次元情報を元に、個人のMRI画像上にマッピ
ング画像を投影します。全頭用FLASHホルダと
の併用で、全脳シームレスマッピングを可能に
しました。

E E G 同 時 計 測システム 

NIRSとEEGの同時計測が可能です。（BIOSEMI
社のActive Twoを用います。）
LABNIRSの高速サンプリングはEEGとの同時
計測に有用です。

リアルタイムデータ転送システム

計測しているデータをリアルタイムに他のPC
に転送する機能を利用すれば、被験者に対し
てのバイオフィードバックや、外部機器を制御
するブレインマシンインターフェース（BMI）へ
の応用が可能になります。

刺 激 呈 示システム

視覚刺激や音声刺激呈示のタイミングを厳密
に制御して実験を実施できます。

ファイバ延長

用途に合わせて最大13mまでファイバの延長
が可能です。チャンバールームやドライビング
シミュレータ内での計測などに有効です。

ビデオ撮影システム

計測中の環境や被験者の体動などをビデオを
同期撮影して記録します。

4 組

20 組

36 組

8 組

24 組

40 組

12 組

28 組

16 組

STEP

1

ファイバ形状を選びます

研究用途や計測環境に合わせて
L 型または直射型のどちらかを選択ください。

ホルダを選びます

各種ホルダから適切なホルダを選択ください。
（ 12 ページ 参 照 ）

STEP

2

オプションを選びます

研究用途に合わせて必要なオプションを選択ください。
（ 14 ページ参照）

STEP

3

柔軟なシステム構築
3ステップであなたのベストにカスタマイズ充実したオプションにより、様々な研究ニーズをサポート

前 額 用

頭 頂 用（ 高 密 度 ）

側 頭 用（ 高 密 度 ）

全 頭 用

E E G 同 時 計 測 用

新 生 児 用

ホルダキット各種

10ch 24ch 38ch

67ch 82ch

97ch 127ch

142ch

52ch

32 組
112ch

※c h数は論理チャンネルの
　最大数です

functional Near-Infrared Spectroscopy System

Feedback

Control
PC

EEG

E E G 計 測 用
コンピュータ

スピーカ マウス＆キーボード

PC

刺激呈示用モニタ 操作用モニタ

+

本体を選びます

研究用途に合わせて４組から最大40 組まで 4 組単位で
選択ください。後で増設も可能です。
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クラス 1 レーβ
CLASS 1 LASER PRODUCT

˔͜のカタϩグに示した各数はඪ४です。実数はएׯҟなる͜とがあります。
˔本カタϩグ中のࣸਅには、システムにؚまれないものやオプションがあります。

ファイバ

ホ ル ダ

ͦ の 他

˙オプション

˙ओな様

˙外形ਤ
直 射 型ファイバ 、L 型ファイバ

前額用ホルダ、頭頂用ホルダ、側頭用ホルダ、全頭用ホルダ、

新生児用ホルダηット	17チャンネル
、ホルダキット（各種）、

EEG同時計測用ホルダ

三次元位置計測システム、MRI画像重ね合わせソフトウェア、

ビデオ撮影システム、リアルタイムデータ転送システム、

EEG同時計測システム
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本จॻに記ࡌされているձ社໊、໊、サービスマーク͓よびϩΰは、各社のඪ͓よびొ録ඪです。
な͓、本จ中ではʮTMʯ、ʮ�ʯを໌記していない合があります。
本は、ҩༀҩྍ機器๏にͮجくҩྍ機器としてঝೝɾೝূをड͚て͓りませΜ。
。用はできませΜஅత͓よびͦのखଓき上でのྍ࣏
トラブルղফのためิम用部ɾফは७ਖ਼部を͝࠾用ください。
外͓؍よび様は、վྑのため༧ࠂなくมߋする͜とがありますのでྃ͝ঝください。

LABNIRSは、ג式ձ社ౡ作ॴまたはͦのؔձ社の本͓よびͦの他のࠃに͓͚るඪです。 
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 ）本 体 ඪ ४ ߏ  にはファイバ、ホルダはؚまれて͓りませΜ 。
直 射 型 か L 型 を 本 体 のファイバ 組 数に応͡て選 択してください。




